
 BASE での打ち出し設定 (PC-9801・9821 MS/DOS版）

 

 BASE が起動しましたら、初期画面で環境設定を行ってください。 

 

☆設定方法 

①初期画面で［ESC］キーを押しますと環境設定画面に変わります。 

＝＝＝＝＝＝＝＝Braille Screen Editor BASE Version 1.60a＝＝＝＝＝＝＝＝ 

＝＝＝＝＝＝For PC9801Copyright（C）1990,96 無量寺点字出版所＝＝＝＝＝＝ 

＝＝＝＝＝＝＝＝Programmed by S．Yoshida on Turbo－C2．0＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

［ESC］：環境設定 

編集ファイル名：□ 

 

②次項にカーソルを合わせ［リターン］キーを押します。 

 環境設定の 3画面目（3項目）に印刷、ピンディスプレー関係の設定画面があります。 

印刷、ピンディスプレー関係 

 印刷データの種別 外部ファイル印刷 編集データ印刷 短文登録内容  

 墨字出力形式 2 行：墨字と墨点字 1 行：画面形式 1 行おき 

※出力プリンター PCPR ESCP FMPR ESA NABCC BT3 翼 コメット TP32 

 左余白数 [10]字（半角文字数） 墨字、墨点字印刷、翼のみ有効 

 点字印刷方法 片面 両面 表面 裏面 NABCC は片面専用 

※点字プリンター出力先 RS232C セントロ 

 印刷部数 [1]部 

 改頁コード 送る 送らない 

 プリンターヘ点字フォント登録 する しない 

 印刷 1頁行数 [66]行 

 ピンディスプレー制御 BN 自動 BN40A BN20A BN46C Cannon なし 

 B．Note40A20A 制御 ダイレクト表示 ON ダイレクト表示 OFF しない 

※RS232C 速度（印刷） 1200 2400 4800 9600 未使用 

 タイムアウト ON OFF 

                前頁 次頁 終了 

（※の項目は必ず設定してください） 

 

各項目の設定が終わりましたら、終了にカーソルを合わせ［リターン］キーを押します。 

“BASE．DEF”作成しますか？ Y：する  N：入力に戻る  Q：しない？□ 

Y を入力すると環境設定内容を保存し終了します。 

次に BASE を再起動して印刷を行ないます。 

 



○BASE の印刷指示 

①BASE を起動して、編集ファイル名で印刷を行ないたいファイル名を指定して、画面に 

 読み込みます。ファイルの 1頁目が画面に表れます。 

 

②［ESC］キーを押します。画面の最終行及びファンクション表示が下記内容になります。 

 S)保管 O)新規 R)差込 W)書出 K)ｶﾅ書出 X)行変換 M)目録 E)MS-DOS P)印刷 Q)終了？ 

  保管  新規  差込  書出  ｶﾅ書出   行変換  目録  MS-DOS  印刷  終了 

 

③［P］キーまたは［F9］キーを押し印刷を指定します。 

下記画面へ（左側の内容項目をご確認ください。変更したい場合はそれぞれのファンクションキー

（［Fl］～［F7］）で設定してください。 

1P  l：1  Tf  挿入  Sp2  BkOf♯  W1On （150P／0）1  B：￥ブンショ．BSE 

1：                                          ◆ 

2：                                          ◇ 

3：                文書１ページ目                   ◇ 

4：                                          ◇ 

5：                                          ◇ 

6：                                          ◇ 

7：                                          ◇ 

8：                                          ◇ 

＝内容＝＝＝＝＝＝＝切替 変更方法＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝［＝］：外字自動登録 ON＝＝＝＝＝＝＝

編集 ：印刷対象データ［Fl］G）外部ファイル  H）編集中データ  Ⅰ）短文登録内容 

2 行   : 墨字出力形式  [F2］1)1 行：画面表示形式     2）2 行：墨字と墨点字同時 

ESA721：点字プリンター［F3］N）PC－PR：NEC E）ESC／P F）FMPR：富士通 Ⅴ）BT3000 W）TP32 

RS232C：点字 PR 出力先 ［F7］C）B．コメット 7）ESA721A）NABCC Z）翼 Ⅹ）RS232C S）セントロ

[10]字：左余白数    ［F4］M）印刷左側余白（半角文字数）墨字、墨点字印刷、翼のみ 

両面 ：点字印刷方法  ［F5］X）片面 R)両面 0）表 U）裏 R,O,U は NABCC 翼以外 

[1]部 ：印刷部数    ［F6］B）部数 

＝＝＝墨字出力は画面表示内容と同じ形で印刷されます＝＝＝＝＝＝＝＝［＠］：RS232C 設定＝＝＝

印刷設定をしてください。よければ［P］or [リターン]で印刷開始、中止は［ESC］？ 

  編集 2 行 ESA721 左余白 片面   部数 RS<>セン 長方形 RS 設定 編集へ 

 

＊パソコンを変更したり、BASE ソフトのバージョンを変えたりした場合は[F9]の RS 設定を押し、

RS232C 速度を 1200 に設定してください。 

 

④ 記設定が完了しましたら［P］または［リターン］キーを押し、次に印刷ページを指定して印刷を

行なってください。 

 


